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特集 脳神経内科
2019年北海道ラリー選手権 EZO サマーラリー優勝！

“北斗DL大野ファームCOWCOWスイフト”
Driver 金藤医師/Co-Driver 宇野PT組（共に北斗職員）



エネルギー ....374KCal
たんぱく質 .........16.0ｇ
脂質 .......................17.8ｇ
塩分 ..........................2.1ｇ
糖質 .......................33.4ｇ
　炭水化物 ....38.0ｇ　
　食物繊維 .......4.6ｇ　
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園芸療法12ヵ月
専門家が教える 健康レシピ

❶ボールに強力粉を入れ、
端にAを入れ、Aの反対
側にBを離して入れる。
❷ぬるま湯をAめがけて
一気に注ぎ入れる。
❸菜箸で❷を混ぜ、ある
程度混ざったら、まな板
などに移して、表面がな
めらかになるまで手で
こねる。
❹❸を丸めてボールに戻
し、40℃30分発酵。

　朝晩の空気がつんと冷たくなってきました。気温の低下と
ともに空気も澄んで、10月の空はとても鮮やかで深い色をし
ています。そして、秋の空を背景に木々が葉の色を染めてい
くのもこの時期です。老健かけはしが面している道路にはイ
チョウの木が街路樹として植えられており、鮮やかな黄色が
とても綺麗です。そのイチョウ並木を借景にして秋の彩りを楽
しめるよう、北斗福祉村ガーデン星の庭には、様々な色に紅
葉する樹木を植えてあります。とくにカエデ類はハウチワカエ
デ、ノルウェーカエデ プリンストンゴールド、ギンカエデ ピラミ
デール、フリマニーカエデと、鮮やかな紅色に変わるもの、黄
色や橙色に変わるものなど、様々な種類を植えています。まだ
それほど樹高が高くないものが多いですが、5年後くらいには
それぞれ葉を繁らせて秋を鮮やかに彩ってくれることでしょう。
　秋が深まるにつれて木々の葉の色は変化していきますが、
そうしたことに気を留め、季節の移り変わりを丁寧に見つめて
過ごすことが、私たちが暮らしていくことをささやかながら支
えてくれるように思います。そのため星の庭では、この土地の
季節の移り変わりをより身近に感じられるよう、様々な植物を
植えているのです。

栄養科
管理栄養士
小向　彩弓ピタパンサンド

作り方

●強力粉....... 250g
●イースト小さじ1と1/2
●砂糖........大さじ1

園芸療法12ヵ月 14

十勝自立支援センター
介護老人保健施設 かけはし

植物のある環境や植物を育てることを用いて、対象とな
る方々の心身機能維持、回復に取り組む。日本園芸療法
学会認定・専門認定登録園芸療法士。

園芸療法士

剱持 卓也

老健かけはしBlog（ブログ）
園芸療法の取り組みやかけはしのイベント
情報等、随時更新。ぜひご覧ください。

10月 「秋の深まり、季節の移ろい」

健康レシ
ピ専

門家
が教える
第13回

ロカボ食

ご
存
知
で
す
か
？「
糖
質
」の
こ
と

ゆ
る
や
か
な
糖
質
制
限
を
目
指
す「
ロ
カ
ボ
食
」。食
後
の
血
糖
値

を
上
げ
て
し
ま
う「
糖
質
」と
は
炭
水
化
物
か
ら
血
糖
値
を
下
げ
る

食
物
繊
維
を
除
い
た
も
の
で
す
。最
近
の
日
本
人
は
1
日
平
均
300
g

の
糖
質
を
摂
取
し
て
い
ま
す
が
、「
ロ
カ
ボ
食
」は
70
〜
130
g
と
約
半

分
を
推
奨
し
て
ま
す
。1
食
あ
た
り
20
〜
40
g（
×
3
食
）＋
1
日
10
g

ま
で
の
間
食
が
O
K
!! 

極
端
な
糖
質
制
限
を
せ
ず
、1
食
あ
た
り

の
糖
質
量
の
下
限
と
上
限
が
あ
る
の
も
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

材料〈一人前〉 ●塩.................. 小さじ1
●オリーブ油 .... 大さじ1
●ぬるま湯（約30℃）
　........................170ml
●打ち粉（強力粉）適量

B

●キャベツ..............30g
●レタス.................20g
●パプリカ..............10g
●トレビス................. 5g
●キーマカレー（レトルト） 50g
●ミックスビーンズ 15g
●マヨネーズ............ 4g
●とろけるチーズ...20g
●茹で卵 .................1個

具
材

付
け
合
わ
せ

A

❺生地をこねガス抜きし、
8等分に切り、麺棒で
直径12cmの円形に
のばし、オーブンシート
を敷いた天板にのせる。
❻❺を何もかぶせず、15
分おき、裏返して10分
おいた後220℃のオー
ブンに入れ、7分焼く。
❼キッチンばさみで半分
に切り、好みの具材を
入れる。
＊具はミックスビーンズ入りキー
マカレー、カット野菜、マヨネーズ。
付け合わせはチーズチップス（ク
ッキングペーパーにとろけるチ
ーズをのせ、電子レンジで1分15
秒程度加熱したもの）と茹で卵。
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集束超音波（FUS）治療前後の比較〈一例〉

FUS治療前 FUS治療後
※治療当時74歳男性、全17回の治療を行った

　

高
校
の
頃
は
鹿
児
島
で
山
岳
部

に
属
し
て
い
て
、
霧
島
や
屋
久
島

に
登
っ
て
ま
し
た
が
、
大
学
に
入

っ
て
か
ら
は
、
「
車
で
山
登
り
」

つ
ま
り
「
ラ
リ
ー
」
が
趣
味
に
な

っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
学
生
時
代

か
ら
始
め
、
医
者
に
な
っ
て
か
ら

も
続
け
て
い
て
、
近
畿
チ
ャ
ン
ピ

オ
ン
に
な
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
こ
ち
ら
に
来
て
か
ら
は
年
1

〜
2
回
ラ
リ
ー
北
海
道
や
ラ
リ
ー

ジ
ャ
パ
ン
に
出
る
く
ら
い
で
し
た

が
、
一
昨
年
か
ら
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ

ン
ド
の
ラ
リ
ー
に
も
挑
戦
し
た

り
、
北
海
道
の
地
方
選
手
権
に
も

シ
リ
ー
ズ
で
出
る
よ
う
に
な
り
、

昨
年
は
北
海
道
の
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン

を
獲
得
し
ま
し
た
。
お
金
の
か
か

る
キ
ケ
ン
な
趣
味
で
す
が
、
仕
事

も
遊
び
も
全
力
を
モ
ッ
ト
ー
と
す

る
私
に
は
必
要
不
可
欠
な
も
の
で

す
。

北斗病院 副院長
脳神経内科 部長

　検診センター長
　臨床研究支援センター長
　脳卒中センター副センター長

兵庫県生まれ。国立循環器病センター、神戸市立中
央市民病院など脳卒中診療の最前線で修練を積ん
だ後、ラリーで訪れた十勝に魅せられ、2007年夏、神戸
から北斗病院入職。血管内手術からリハビリ、予防ま
で脳卒中をトータルで診るだけでなく、パーキンソン病
などの神経難病や認知症などにも幅広く取り組んでい
ます。

Profile

　

当
科
の
特
色
を
5
つ
の
柱
に
ま

と
め
て
み
ま
し
た
。

①
脳
卒
中
の
治
療
と
予
防

　

脳
卒
中
は
幅
広
い
、
い
ろ
い
ろ

な
要
素
を
含
ん
だ
病
気
で
す
。
ま

ず
、
超
急
性
期
つ
ま
り
一
旦
脳
卒

中
を
起
こ
し
て
し
ま
っ
て
か
ら

は
、
い
ち
早
く
血
栓
を
溶
か
し

て
、
脳
の
血
流
を
再
開
さ
せ
る
べ

く
「
t
‐
P
A
静
注
療
法
」
や
、

内
科
医
で
は
珍
し
く
血
管
内
治
療

専
門
医
と
し
て
、
頸
動
脈
ス
テ
ン

ト
や
動
脈
瘤
の
コ
イ
ル
塞
栓
術
な

ど
の
カ
テ
ー
テ
ル
に
よ
る
血
管
内

手
術
に
も
脳
外
科
の
先
生
と
一
緒

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

た
だ
、
脳
卒
中
は
「
起
こ
さ
な

い
」
、
つ
ま
り
発
病
さ
せ
な
い
「
予

防
」
が
本
来
、
最
も
重
要
で
す
。
こ

こ
で
、
私
が
内
科
や
老
年
病
の
専

門
医
で
あ
る
こ
と
が
武
器
に
な
り

ま
す
。
高
血
圧
や
糖
尿
病
や
脂
質

異
常
症
、
循
環
器
疾
患
な
ど
の
危

険
因
子
や
合
併
症
も
併
せ
て
診
療

す
る
こ
と
が
出
来
る
の
で
、
一
つ

の
科
で
ト
ー
タ
ル
診
療
が
可
能
で

す
。
残
念
な
が
ら
発
症
し
て
し
ま

っ
た
後
は
、
リ
ハ
ビ
リ
や
後
遺
症

対
策
、
再
発
予
防
な
ど
を
行
う
、

ま
さ
に
脳
卒
中
の
「
ゆ
り
か
ご
か

ら
墓
場
ま
で
」
を
担
い
ま
す
。

②
先
進
的
戦
略
的

　
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

　

脳
卒
中
の
大
き
な
柱
が
リ
ハ
ビ
リ

で
す
。
リ
ハ
ビ
リ
認
定
医
と
し
て
毎

週
火
曜
、
金
曜
に
「
脳
神
経
機
能
専

門
外
来
」
で
診
察
し
、
筋
肉
が
硬
く

突
っ
張
り
、
日
常
生
活
に
大
き
な
支

障
が
出
る
「
痙
縮
」
に
対
し
て
の
ボ

ツ
リ
ヌ
ス
療
法
や
経
頭
蓋
磁
気
刺
激

治
療
（
T
M
S
）
な
ど
戦
略
的
な

ニ
ュ
ー
ロ
リ
ハ
ビ
リ
に
も
挑
戦

し
、
良
好
な
成
績
を
収
め
て
い
ま

す
。
長
年
の
後
遺
症
だ
と
あ
き
ら

め
ず
に
、
療
法
士
や
担
当
医
に
相

談
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

③
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
を

　
は
じ
め
と
す
る
神
経
難
病

　

ど
こ
の
科
を
受
診
し
て
も
診
断
の

つ
か
な
い
難
し
い
病
状
や
治
療
法
が

な
い
と
さ
れ
て
い
る
病
気
の
相
談
に

来
ら
れ
る
方
も
数
多
く
い
ま
す
。
ど

れ
だ
け
力
に
な
れ
る
か
は
わ
か
り
ま

せ
ん
が
、
特
に
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
に

関
し
て
は
、
リ
ハ
ビ
リ
と
磁
気
刺
激

療
法
（
T
M
S
）
を
用
い
た
治
療
を

組
み
合
わ
せ
た
り
し
て
、
少
し
で
も

症
状
が
改
善
す
る
よ
う
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
そ
の
他
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
も
詳
し
く
掲
載
し
て
い
ま
す
が
、

「
集
束
超
音
波
に
よ
る
頭
を
切
ら
な

い
手
術
〜
M
R
I
ガ
イ
ド
下
超
音
波

治
療
（
F
U
S
）
」
を
行
っ
て
い
ま

す
。
頑
固
な
手
の
ふ
る
え
の
「
本

態
性
振
戦
」
に
つ
い
て
は

2
0
1
9
年
6
月
か
ら
保
険
収
載

さ
れ
ま
し
た
の
で
、
「
脳
神
経
機

能
外
来
※
」
で
相
談
し
て
み
て
く
だ

さ
い
。
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
に
関
し
て

は
、
日
本
で
初
め
て
F
U
S
に
取
り

組
み
、
現
在
も
「
臨
床
試
験
」
が
進

行
中
で
す
。
た
だ
し
、
こ
れ
に
は
さ

ま
ざ
ま
な
条
件
が
あ
る
の
で
、
詳
細

は
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

④
認
知
症
を
含
む
「
予
防
医
療
」

　

検
診
セ
ン
タ
ー
長
と
し
て
、
脳

ド
ッ
ク
を
中
心
に
予
防
医
学
に
も

力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
脳
ド
ッ
ク

は
年
間
2
5
0
0
名
を
超
え
、
日

本
有
数
の
受
診
者
数
を
誇
り
ま

す
。
費
用
を
グ
ン
と
安
く
設
定

し
、
ド
ッ
ク
を
き
っ
か
け
に
生
活

習
慣
改
善
や
治
療
介
入
を
始
め
る

な
ど
「
未
病
」
の
段
階
で
発
症
予

防
・
早
期
発
見
で
き
る
こ
と
を
目

指
し
て
い
ま
す
。
経
験
豊
富
な
専

門
医
が
交
代
で
結
果
説
明
を
行

い
、
き
め
細
か
な
フ
ォ
ロ
ー
で
喜

ば
れ
て
い
ま
す
。
原
則
60
歳
以
上

の
脳
ド
ッ
ク
受
診
者
に
タ
ッ
チ
パ

ネ
ル
式
簡
易
認
知
機
能
検
査

（
M
S
P
：
も
の
忘
れ
プ
ロ
グ
ラ

ム
）
を
行
い
、
早
期
発
見
・
早
期

介
入
を
図
っ
て
い
ま
す
。

⑤
研
究
と
若
手
医
師
養
成

　

臨
床
研
究
へ
の
参
画
や
脳
磁
図

（
M
E
G
）
を
用
い
た
脳
科
学
研

究
も
盛
ん
に
行
っ
て
い
ま
す
。
豊

富
な
デ
ー
タ
を
基
に
脳
ド
ッ
ク
学

会
や
脳
卒
中
学
会
に
10
年
間
で
20

題
程
の
発
表
を
行
い
、
さ
ま
ざ
ま

な
情
報
を
発
信
し
、
予
防
医
学
の

発
展
に
貢
献
し
て
い
ま
す
。

　

当
科
で
は
こ
れ
ま
で
数
多
く
の
研

修
医
、
研
修
生
（
中
国
か
ら
も
含

む
）
な
ど
の
教
育
に
も
力
を
入
れ
て

き
ま
し
た
。
外
来
診
察
で
は
、
代
わ

り
に
お
話
を
聞
か
せ
て
頂
く
こ
と
も

あ
り
ま
す
が
、
次
世
代
の
「
マ
イ
ン

ド
を
持
っ
た
良
い
医
師
」
育
成
の
た

め
に
も
何
卒
ご
理
解
ご
協
力
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。
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脳神経内科  金藤 公人

先
生
の
趣
味
の
ラ
リ
ー
に

つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　

脳
科
学
を
利
用
し
た
リ
ハ
ビ
リ

や
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
の
新
し
い

F
U
S
治
療
な
ど
に
関
わ
れ
て
、

刺
激
的
な
毎
日
で
す
。
今
後
も
こ

う
い
う
レ
ベ
ル
の
高
い
仕
事
と
遊

び
を
両
立
さ
せ
つ
つ
、
自
分
も
楽

し
み
な
が
ら
、
診
療
し
て
い
け
た

ら
い
い
な
あ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

ひ
と
り
で
診
察
し
て
い
る
た
め

限
界
が
あ
り
ま
す
が
、
可
能
な
限

り
、
み
な
さ
ん
の
お
力
に
な
れ
れ

ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

今
後
の
抱
負
に
つ
い
て

「
脳
神
経
内
科
」
の
診
療

の
特
色
、
セ
ー
ル
ス
ポ
イ

ン
ト
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

先月発行された広報
誌9月号、4ページに掲
載されている写真に誤
りがございました。次世
代シーケンサーは正し
くは左の写真になりま
す。訂正してお詫び申
し上げます。

訂正とお詫び

F
U
S
治
療
：
2
0
1
9
年
6
月
よ
り「
本
態
性
振
戦
」は
保
険
適
応
に
な
り
ま
し
た
。詳
し
く
は
脳
神
経
機
能
外
来
で
ご
相
談
を
。 ※脳神経機能外来は完全予約制です。外来ご希望の方はお問い合わせください

脳神経内科特 

集
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新着任医師のご紹介

住吉 公洋 Sumiyoshi
Kimihiro麻酔科

北斗病院

北斗病院

十勝リハビリテーションセンター

十勝リハビリテーションセンター

はじめまして、麻酔科の住吉公洋です。9月から北斗病院で
お世話になっております。もともと熊本の生まれで岡山大
学の出身ですが、いろんな経験を経るなかで北海道に憧
れもあり、こちらに来させていただきました。新しい地に心踊
る日々です。
いろんなスポーツ大好きです。ゴルフ、テニス、スキー・スノ
ーボード、その他、お誘いください！ でも、冬がどれだけ寒い
か怖い。そんなやつです。よろしくお願いします！

■ほくと鍼灸院／ 10月1日開院
　帯広市西13条南41丁目2番地7
　場所はQRを読み取ってみて→

鈴木　 聡 Suzuki
Satoshiリハビリテーション科

北斗病院の精密医療を駆使することで、脳血管障害や頭
部外傷等で様々な障害をきたした患者さんに、最適なリハ
ビリテーション医療の提供を目指します。

平成18年 香川大学医学部卒
中村記念病院、相澤病院、三才山病院等を経て
令和元年9月入職
日本脳神経外科専門医 脳卒中専門医
リハビリテーション科専門医

略
　
歴

近藤　 真 Kondou
Shin心臓血管外科

北里大学心臓血管外科医局から来ました。
帯広の医療を支える病院の一員として、お力添え出来るよ
う精進して参ります。よろしくお願い致します。

2013年 北里大学医学部卒業、北里大学病院で研修医
2015年 北里大学医学部 心臓血管外科に入局
　　　 北里大学病院勤務
2016年 NTT東日本関東病院
2017年 竹田綜合病院（外科出向）
2019年 北里大学病院（9月まで）

略
　
歴

藤原 正貴 Fujiwara
Masatakaリハビリテーション科

十勝には観光等で来ていましたが、大抵は通過であり定
住は初めてです。元々小児科医で、業務も初めての事柄
が多いと思います。よろしくお願いします。

昭和59年札幌医科大学、昭和63年札幌医科大学大学院を卒業。
昭和63年別海町立病院を振り出しに、市立函館病院、滝川市立
病院、留萌市立病院、別海町立病院各小児科を巡る。
平成10年滝川市で滝川こどもクリニックを開院、平成29年閉院。
平成29年介護老人保健施設シーザーズ施設長

略
　
歴

2019.09.01
着任
- NEW -

2019.10.01
着任
- NEW -

2019.09.01
着任
- NEW -

2019.10.01
着任
- NEW -

『
ほ
く
と
鍼
灸
院
開
設
』

素
敵
な
化
学
反
応
！
世
界
初
。 

最
先
端
の
鍼
治
療 

X 

サ
ウ
ナ

『
鍼
科
を
作
っ
て
く
だ
さ
い
！
』

　
私
が
言
っ
た
の
は
ち
ょ
う
ど
1
年

ほ
ど
前
。『
ダ
メ
だ
。』理
由
は
、保
険

収
載
さ
れ
て
い
な
い
か
ら
、科
学
的

根
拠（
エ
ビ
デ
ン
ス
）が
な
い
か
ら
。

『
じ
ゃ
あ
エ
ビ
デ
ン
ス
を
確
立
し
よ

う
！
』

　
途
方
も
な
い
冒
険
が
幕
を
開
け
た
。

な
に
せ
中
国
4
千
年
の
歴
史
で
未
だ

成
し
得
て
な
い
こ
と
だ
。

　
冒
険
に
は
仲
間
や
船（
○
ン
ピ
ー

ス
を
想
定
）が
必
要
だ
。そ
こ
で
旅

（
研
究
）を
進
め
る
た
め
仲
間
を
集
め

船（
鍼
治
療
セ
ン
タ
ー
）を
設
立
し
た
。

　
い
ざ
鍼
治
療
・
研
究
を
進
め
て
み

る
と
、他
科
か
ら
の
紹
介
し
か
受
け

付
け
な
い
に
も
関
わ
ら
ず
、1
日
に

40
人
近
く
の
多
く
の
患
者
さ
ん
が
訪

れ
る
。

　
他
科
か
ら
の
紹
介
は
基
本
的
に
難

治
性
の
症
状
、つ
ま
り
西
洋
医
学
で

は
対
処
が
難
し
い
ケ
ー
ス
が
多
く
、

多
く
の
患
者
さ
ん
が
困
っ
て
い
る
。

　
鍼
治
療
は
そ
れ
ら
に
有
効
で
あ
る
。

そ
れ
が
多
く
の
患
者
さ
ん
が
訪
れ
る

理
由
だ
。

　
そ
の
波
紋
が
広
が
り
北
斗
病
院
の

鍼
治
療
セ
ン
タ
ー
だ
け
で
は
対
応
し

き
れ
な
く
な
っ
た
た
め
、東
京
か
ら

腕
利
き
の
鍼
灸
師
で
あ
る
坂
口
友
亮

先
生
に
来
て
も
ら
い『
ほ
く
と
鍼
灸

院
』を
開
設
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

『
ほ
く
と
鍼
灸
院
』で
は
研
究
で
得
ら

れ
た
最
新
の
知
見
を
直
接
リ
ア
ル
タ

イ
ム
で
治
療
に
生
か
し
、世
界
最
先

端
の
鍼
治
療
を
行
う
。

　
さ
ら
に
私
は
日
本
サ
ウ
ナ
学
会
の

代
表
と
し
て
サ
ウ
ナ
の
研
究
も
行
っ

て
い
る
。研
究
の
結
果
、サ
ウ
ナ
後
に

鍼
治
療
を
行
う
と〈
素
敵
な
化
学
反

応
〉が
起
こ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。

『
ほ
く
と
鍼
灸
院
』で
は
簡
易
式
サ
ウ

ナ
を
設
置
し
て
い
る
の
で
、ぜ
ひ
試

し
て
欲
し
い
。

腫
瘍
医
学
研
究
所 

医
師
　
加
藤
　
容
崇

新規開院
本庄内科クリニック

本庄内科クリニック
〒080-0810 帯広市東10条南11丁目1-38

■診 療 科／糖尿病内科・内科
■診療時間／午前8：45～12：00、午後13：15～16：30
　　　　　　水曜、第1・3・5土曜は午前のみ
■受付時間／診療時間終了の15分前まで
■休　　診／日曜祝日、第2・4土曜

☎0155-66-9616

院長 本庄　潤

　このたび糖尿病内科クリニックを開業いたし
ます本庄潤と申します。
　糖尿病や高血圧、脂質異常症、痛風などの
生活習慣病を中心に診療をおこなってまいり
ます。1型糖尿病のインスリンポンプ療法にも
対応可能です。
　糖尿病治療は薬だけではなく、食事や運動
療法の継続が重要です。みなさまの糖尿病ラ
イフが少しでも楽しく、負担のないものになるよ
うお手伝いできればと思います。
　なお開業前より北斗クリニック様で糖尿病外
来を行っておりましたが、開業後も第1・3・5水曜
の午後に糖尿病外来を継続させていただくこと
となりました。よろしくお願い申し上げます。

P 33台
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■関連施設
北斗病院 .................................................................（帯広市）
北斗クリニック .........................................................（帯広市）
十勝リハビリテーションセンター...............................（帯広市）
サービス付き高齢者向け住宅 あやとり....................（帯広市）
十勝自立支援センター介護老人保健施設 かけはし（帯広市）

ほくと自立支援ホーム/あおぞらクリニック................（帯広市）
上士幌クリニック/介護老人保健施設かみしほろ （上士幌町）
新得クリニック .........................................................（新得町）
熊谷総合病院 .............................................（埼玉県熊谷市）
HOKUTO画像診断センター............（ロシア・ウラジオストク）
HOKUTOリハビリテーションセンター （ロシア・ウラジオストク）

すべてのお問い合わせ ☎0155-48-8000〈北斗コールセンター〉
お気軽にお問い合わせください

平 孝臣先生による「神経機能外科外来（仮）」はじまります。
東京女子医科大学脳神経外科
臨床教授
神戸大学医学部卒。東京女子医科
大学脳神経外科 臨床教授。英国
バーミンガム大学、アムステルダ
ム大学、筑波大学大学院、鹿児島
大学などで講師等を務める。日本
脳神経外科学会専門医・認定医、
外国医師臨床修練指導医

診察日、時間などは追ってお知らせ
します。詳細は下記までお気軽にお
問い合わせください。
北斗病院 患者サポートセンター
地域医療連携室
☎0155-47-3093
　　　　　FAX 0155-47-3083

北斗病院 心臓血管外科
下肢静脈瘤のパンフレットができました

心臓血管外科では
下肢静脈瘤の検査、治療、
手術を行なっております。
手術は侵襲性が低く、
効果のあるレーザー焼灼術を採用。
下肢静脈瘤はいったん発症すると
自然に治ることはありません。
下肢静脈瘤を気にされている方は、
ひとりで悩まず、
まずは心臓血管外科外来を
受診してみてください。
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